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活かせるか行政　評価システム！
総合計画に基づいてすべての　事業予算が明確に

　

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
１
日
〜
22
日
の
期
間
で
開
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
を
含
め
、
計
35
議
案
、
意
見
書

２
件
、
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
35
議
案
、
意
見
書
２
件
、
発
議
１
件
を
可
決
し
、
一
般
質
問
は
９
人
が

行
い
ま
し
た
。

歳入
11,618,000

自主財源
6,885,005
59.3％

町税
5,446,812
46.9％

繰入金　395,988  3.4％

その他
1,042,205
9.0％

地方交付税
1,290,000
11.1％

国・県支出金
2,174,595
18.7％

その他
585,000
5.0％ （単位：千円）

依存財源
4,732,995
40.7％

町債
683,400
5.9％

特別会計

○ 国民健康保険 ………… 42億9018万円
○ 後期高齢者医療  ……… 4億0150万円
○ 介護保険 ……………… 17億9419万円
○ 住宅新築資金 ………………… 355万円

 7.4％
0.1％

10.3％
7.8％

116億 1800万円 前年度比

1.7％増（ ）

第１回  定例会
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活かせるか行政　評価システム！
総合計画に基づいてすべての　事業予算が明確に

歳出
11,618,000 民生費

4,177,253
36.0％

総務費
1,148,737
9.9％

　公債費
1,191,089
10.3％

消防費
468,324
4.0％

衛生費
1,547,161
13.3％

土木費
1,271,560
10.9％

農林水産業費
98,797
0.8％

その他
242,056
2.1％

（単位：千円）

教育費
1,473,023
12.7％

平成25年度　その他の当初予算 1万円未満は四捨五入

企業会計
○ 上水道事業 …………… 13億1797万円

○ 下水道事業 …………… 20億7860万円

 3.5％

4.5％

平成25年度一般会計予算 116億 1800万円

前年比

行政経営マネジメントを推進

粕屋町では限られた予算の中で効率
的な行政運営を行うために事業別予
算の編成、公会計制度の導入、行政
評価における事業評価の見直しなど
新たな取り組みを進めています。今
回の行政評価システム導入後初めて
の議会審議となりました。

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
お
い
て
、
議
会
か

ら
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
調
理
場
建
設
に
伴
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

業
務
委
託
料
に
関
す
る
執
行
予
算
は
執
行
部
と
議
会
と
の

認
識
の
相
違
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
予
算
特
別
委
員
会
は
予
算
編
成
権
と
執
行
の
財
政
権
は

理
解
し
つ
つ
、
予
算
の
議
決
権
は
議
会
の
み
が
有
す
る
権

限
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
互
い
に
尊
重
し
、
付
か
ず

離
れ
ず
の
原
則
に
て
、
信
頼
関
係
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
建
設
準
備
室
の
予
算
執
行
に
は

＊
十
分
な
検
討
を
重
ね
ら
れ
、
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と

＊
議
会
と
も
説
明
・
経
過
な
ど
を
含
め
十
分
協
議
す
る
こ
と

付 帯 決 議
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平成24年度  補  正  予  算
一般会計総額
126億8032万円!!

大川小第１期大規模改造工事
　　　　1億3933万円

主な事業と予算

財政調整基金
　　　　1億2942万円

公共施設整備基金積立金
　　　　5009万円

粕屋中第1期大規模改造工事
　　　　2億5094万円

土地開発公社利子補助金
　　　　4億0000万円

緊急雇用創出事業
臨時特例基金事業
　　　　2290万円

福岡県市町村災害共済基金組合
からの返納金のうち上記を普通納
付金として積み立てる

老朽化した公共施設の
改築や修繕にあてるため
積み立てる

土地売却時原価割れによる
債務10億円の補填として

25年度も延長されるが
前年度より県の基準が
厳しくなり減額となった

賛成多数で可決
（賛成：14人・反対：1人）

屋上防水工事予定の大川小学校 大規模改造工事予定の粕屋中学校
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平成24年度  補  正  予  算

歳入・歳出  8億6127万円を可決

歳出入 事　　業　　名 補正額 主　　な　　内　　容

歳
　
　
　
　
　
入

総 務 費 県 補 助 金 ▲22,900 事業費の減額に伴う補助金の減

福 岡 県 市 町 村 災 害
共 済 基 金 繰 入 金 243,102 任意納付金繰入金　114,297

普通納付金繰入金　128,805

宝 く じ 交 付 金 72,790 市町村振興宝くじ交付金決定通知
オータムジャンボ　8,818　サマージャンボ　69,972（今年度まで）

教 育 債 事 業 191,200 大川小第１期大規模改造事業　55,000
粕屋中学校第１期大規模改造事業　136,200

町 た ば こ 税 40,000 H24年度決算見込みによる増

教 育 費 関 連 補 助 金 112,759 大川小学校　32,050　粕屋中学校　80,579

歳 入 欠 陥 補 填 収 入 59,804 本年度財源不足分

歳
　
　
　
　
　
出

電 子 自 治 体 構
築 推 進 事 業 ▲17,000 業務システム法改正対応委託料減

地域情報化推進事業 ▲8,500 緊急情報システム構築委託料又賃借料の減

流 域 関 連 公 共
下 水 道 補 助 50,000 流域関連公共下水道会計補助金

道 路 改 良 新 設 事 業 ▲12,100 道路用地借上料、防犯灯新設工事、峰屋敷・向川原県道路新設工事
その他の工事の負担金減

衛 生 手 数 料 2,000 ごみ袋売却代金の増

子 宮 頸 ガ ン 等 ワ
ク チ ン 接 種 事 業 3,542 受診勧奨による接種者増加による

が ん 検 診 事 業 1,959 実績見込みによる不足額

乳幼児医療費助成事業 ▲5,000 医療費の減

出 産 育 児 諸 費 事 業 ▲12,600 出産見込みの減による

町営住宅管理運営事業 46,000 上大隈団地屋根断熱防水工事及び外壁改修工事　ほか

町立保育所運営管理事業 ▲6,500 実績による嘱託手当臨時賃金減

私立保育所運営事業 ▲55,351 入所児童数実績による減

（単位：千円）
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議案名

副
町
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

粕
屋
町
危
険
廃
屋（
放
置
空
き
屋
）な
ど
の

適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例

粕
屋
町
道
路
占
用
料（
電
柱
・
電
話
柱
）

徴
収
条
例
の
一
部
改
正

粕
屋
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
条
例
の
制
定（
法
で
設
置
義
務
）

24
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
補
正
予
算

24
年
度
　
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

24
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

25
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
予
算

25
年
度
　
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

25
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

25
年
度
　
粕
屋
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

○�賛成　●�反対

ー�退席　欠�欠席

議案番号 １号 ５号 ６号 19号 20号 21号 22号 26号 27号 28号 29号

所　属
委員会

採決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

（賛成／反対） 15/0 15/0 12/3 15/0 14/1 14/1 13/2 15/0 12/2 13/1 13/1

付託委員会 総務 総務 建設 厚生 予算 予算 予算 予算 予算 予算 予算

総　務

安川  俊彦 正 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山𦚰  秀隆 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　　學 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○

澁田　順二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

小池　弘基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建　設

伊藤　正 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長　義晴 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安河内利明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 欠

八尋　源治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚　生

向野  正幸 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

因　辰美 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦元　　甫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。

3月定例会における、主な議案に対する
各議員の賛否結果一覧

☆議案名については、解りやすい文言に置き換えています。
☆予算＝予算特別委員会（全議員）

件　　名 提出議員 付託委員会
結果

委員会 本議会

TPP（環太平洋経済連携協定）への不参加を
求める意見書

川口　　學
田川　正治 建　設 可決

賛成：2
反対：0
欠席：1

可　決

中小企業の再生・活性化の充実強化を
求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆 建　設 可決

賛成：2
反対：0
欠席：1

可　決

議員より提出された意見書
【粕屋町議会で可決された意見書（案）は、意見書として国へ提出します】
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町
で
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
総

合
計
画
に
基
づ
い
た
フ
ル

事
業
フ
ル
コ
ス
ト
の
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
お
り
、
25
年
度
の
予
算

に
初
め
て
そ
の
シ
ス
テ
ム

が
活
き
る
予
算
編
成
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

部
制
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た

事
業
の
統
廃
合
や
、
事
務

分
掌
の
整
理
は
ど
の
よ
う

に
遂
行
さ
れ
た
の
か
、
こ

の
制
度
の
進
捗
状
況
を
問

い
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
の
主
な
目

的
は
評
価
さ
れ
た
内
容
、

結
果
を
予
算
編
成
や
町
の

総
合
的
か
つ
基
本
計
画
へ

反
映
さ
せ
、事
務
事
業
の

改
革
、改
善
に
活
用
す
る

こ
と
で
す
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
施

策
の
方
向
を
決
め
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
を
各
部
長
に
周
知

徹
底
さ
せ
ま
す
。

　

組
織
は
人
で
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、組
織
人
に
い

か
に
資
質
が
必
要
か
、こ

の
町
を
発
展
さ
せ
る
も
さ

行政評価制度と職員の意識改革は
町長／部長の役割が非常に大切になります

本田　芳枝 議員

本
田

本
田

学
童
保
育
で
子

ど
も
の
保
育
を

担
当
す
る
の
は
指
導
員
で

す
。

　

そ
の
指
導
員
の
待
遇
は

経
験
、資
格
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、ど
ん
な
に

頑
張
っ
て
も
半
年
雇
用
の

臨
時
職
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

教
育
委
員
会
と
の
連

絡
は
密
に
さ
れ
て
い
る

の
か
、各
施
設
の
現
場
の

様
々
な
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
な
形
で
事

業
全
体
に
反
映
し
て
い
る

の
か
を
問
い
ま
す
。

指
導
員
と
係
の
連
絡
会
を
定
例
化
に

学
校
教
育
課
長
／
内
容
な
ど
が
定
着
す
れ
ば
可
能

① 

担
当
の
係
と
指
導
員
の

会
議
の
構
成
、回
数
、運

営
の
改
善
や
課
題
へ
の

取
組
へ
の
対
策
は

② 

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
ど
の
よ
う
に
活

か
さ
れ
る
の
か

① 

４
施
設
の
各
班
長
12

名
、学
校
教
育
課
職
員
、

教
育
長
に
よ
る
連
絡
会

を
24
年
度
は
3
回
行
い

ま
し
た
。

　

 　

保
育
レ
ベ
ル
の
平
準

化
や
質
の
向
上
な
ど
の

協
議
を
図
り
、25
年
度

も
連
絡
体
制
強
化
も
含

め
実
施
の
予
定
で
す
。

② 

保
育
所
ご
と
に
課
題
を

整
理
し
改
善
の
検
討
を

行
い
2
月
に
改
善
案
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

毎
年
実
施
し
ま
す
。

八
尋
学
校
教
育
課
長

町
長

出典：粕屋町ホームページ

行 政 経 営 マ ネ ジ メ ン ト

せ
な
い
も
職
員
の
資
質
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

今
後
と
も
職
員
の
資
質
向

上
を
、部
長
中
心
に
図
っ

て
い
き
ま
す
。

中央小学校学童保育所施設が建設される
幼稚園北側のイモ畑付近
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私
は
、
1
年
前

に
こ
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

問
題
が
町
か
ら
提
案
さ
れ

た
と
き
か
ら
、
公
設
・
公

営
で
町
が
直
営
で
行
い
、

自
校
方
式
や
親
子
方
式
、

セ
ン
タ
ー
方
式
で
町
が
責

任
を
持
つ
べ
き
だ
と
提
案

し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
安
全
・
安
心
で

あ
る
べ
き
学
校
給
食
が
、

輸
入
食
品
の
冷
凍
物
が
多

く
使
わ
れ
て
被
害
が
出
た

り
、
ま
た
Ｏ
１
５
７
で
子

供
が
な
く
な
っ
て
犠
牲
者

が
出
た
こ
と
で
、
自
治
体

の
責
任
で
子
供
た
ち
に
学

校
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

が
大
変
、
重
要
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

粕
屋
町
の
農
産
物
を
使

用
し
て
地
産
・
地
消
を
広

げ
、
民
営
化
す
る
の
で
な

く
、
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
、
公
設
・
公
営
で
の

給
食
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す

べ
き
で
す
。Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
は

民
営
化
す
る
の

で
な
く
、民
間
の
資
金
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が

ら
、民
間
が
で
き
る
と
こ

ろ
は
民
間
で
行
い
、食
の

安
全
に
か
か
わ
る
最
も
重

要
な
根
幹
部
分
、例
え
ば

献
立
の
作
成
、そ
れ
か
ら

材
料
の
調
達
及
び
点
検
な

ど
は
町
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、栄
養
士
は
県
職

員
、セ
ン
タ
ー
長
は
町
職

員
を
配
置
し
、官
民
一
体

と
な
っ
て
セ
ン
タ
ー
事
業

を
行
う
手
法
で
す
。

　

事
業
主
体
は
あ
く
ま
で

も
公
共
施
設
の
管
理
者
で

あ
り
ま
す
町
に
あ
り
、最

町
長

田川　正治 議員

給食センター調理室

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
は
公
設
・
公
営
で

町
長
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
民
営
化
で
は
な
く
官
民
一
体

終
的
な
責
任
の
所
在
も
町

に
あ
り
ま
す
。

田
川

田
川

○ 

保
育
所
の
建
替
え
と
待
機
児

童
の
解
消

○ 

国
民
健
康
保
険
税
の
一
世
帯

一
万
円
引
き
下
げ

○ 

県
道
原
町
・
伊
賀
線
の
道
路

の
拡
幅

その他の質問

日
本
共
産
党
町

議
団
で
、ア
ン

ケ
ー
ト
を
集
約
し
た
ら
、

民
間
委
託
と
民
営
化
は
20

％
で
現
在
の
セ
ン
タ
ー
方

式
、自
校
方
式
、親
子
方
式

な
ど
、町
の
直
営
で
の
実

施
が
80
％
で
し
た
。

　

小
中
学
校
の
保
護
者
の

意
見
、要
望
を
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
行
う
よ
う
に
何

度
も
議
会
で
提
案
し
た
が

ど
う
な
っ
た
の
か
。

学
校
給

食
検
討

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、

校
長
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
入

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、こ

の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
も

報
告
を
し
て
い
ま
す
。

大
塚
教
育
長
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東
日
本
大
震
災

の
教
訓
か
ら
避

難
対
策
で
肝
心
な
こ
と
は
、

次
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

避
難
所
で
一
番
困
っ

た
の
は
、ト
イ
レ
、水
の
確

保
、ね
た
き
り
老
人
を
布

団
ご
と
運
べ
る
リ
ヤ
カ
ー

や
担
架
。

　

停
電
に
備
え
た
小
型
発

電
機
な
ど
で
あ
る
。

　

町
で
の
備
え
を
問
う
。

備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
と
い
う

言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、自

主
防
災
組
織
を
各
行
政
区

に
立
ち
上
げ
、避
難
所
開

設
の
訓
練
や
災
害
備
品
の

配
備
、浸
水
危
険
地
域
で

は
高
層
ビ
ル
所
有
者
と
協

定
し
、弱
者
救
済
対
策
に

は
支
援
者
登
録
を
進
め
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
い
た
し
ま
す
。

本
年
４
月
よ
り

糟
屋
郡
各
町
が

小
学
校
６
年
（
入
院
）ま

で
補
助
を
引
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。全
国
的
に
は
、56
・

１
％
の
自
治
体
が
す
で
に

中
学
生
以
上
の
医
療
費
補

助
を
実
施
し
て
い
る
。

子
供
の
医
療
費
補
助
年
齢
の
引
上
げ
を

町
長
／
粕
屋
地
区
市
町
一
体
で
す
す
め
た
い

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え
に
つ
い
て

町
長
／
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
で
再
検
討
し
た
い

　

一
年
で
も
早
い
中
学
生

ま
で
の
無
料
化
実
現
を
求

め
ま
す
。粕

屋
地
区
内
で

も
古
賀
市
（
18

歳
）新
宮
町
（
中
学
生
）ま

で
の
医
療
費
補
助
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

表
粕
屋
６
ヶ
町
で
も
協

議
し
て
、議
員
の
趣
旨
に

そ
っ
て
合
意
を
す
す
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

災害時の防災弱者救済対策の充実を
町長／防災・減災につとめ安全な町に

川口　學 議員

町
長

川
口

川
口

町
長

町
は
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
も
と
ら

ず
に
建
設
、調
理
、運
送
に

至
る
全
て
を
大
手
民
間
会

社
に
委
託
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
を
す
す
め
て
い
る
。

　

全
国
で
町
で
施
行
し

た
の
は
、一
町
だ
け
で
、浜

田
市
、田
辺
市
で
は
可
能

性
調
査
の
結
果
、供
用
後

30
年
の
公
費
負
担
を
み
る

と
、削
減
メ
リ
ッ
ト
が
少

な
い
と
し
て
断
念
し
た
例

を
調
査
し
、慎
重
に
検
討

す
べ
き
で
は
。

10
年
先
を
予
想

し
て
７
，０
０
０

食
を
見
込
み
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
で
の
可
能
性
調
査
の
結

果
、従
来
の
方
式
よ
り
多

額
の
縮
減
が
15
年
間
の
試

算
で
み
ら
れ
る
。

　

地
元
業
者
選
定
は
留
意

し
、27
年
度
４
月
供
用
開

始
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

川
口

町
長
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久我　純治 議員

昭
和
46
年
福
岡

市
よ
り
の
合
併

話
し
も
、平
成
19
年
12
月

議
会
の
合
併
協
議
会
設
置

話
し
も
議
会
に
よ
っ
て
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
由
は
町
民
の
た
め
と

の
事
で
す
が
、今
だ
町
民

の
人
た
ち
に
は
理
由
の
説

明
も
な
い
。

　

本
当
は
役
場
や
議
員
た

ち
自
身
の
問
題
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

議
会
改
革
で
本
議
会
が
世

界
中
に
映
像
配
信
さ
れ
て

パ
ソ
コ
ン
で
も
見
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、町

民
、住
民
の
人
た
ち
は
本

当
に
そ
れ
を
望
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
で
な
く
ず
っ
と
先
の

粕
屋
町
を
見
据
え
て
合
併

問
題
に
も
決
断
す
る
時
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

議
会
み
ず
か
ら

否
決
さ
れ
た
事

で
す
。

　

今
の
所
、合
併
に
つ
い

て
は
全
く
考
え
て
い
な

い
。

　

粕
屋
町
は
も
う
す
ぐ

４
４
，０
０
０
人
に
な
り

ま
す
。

久
我

合
併
協
議
会
設
置
を
粕
屋
町
か
ら

町
長
／
合
併
問
題
は
全
く
考
え
て
い
な
い

町
長

粕屋地区（１市７町）

宮若市

飯塚市

福岡市

元気に遊ぶ届出保育園の子どもたち

粕
屋
町
は
毎
年
、

待
機
児
童
が
出

る
た
び
認
可
保
育
園
を
つ

く
っ
て
ま
す
。

　

必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

今
年
も
待
機
児
童
が
で

る
そ
う
で
す
。

　

来
年
は
町
立
保
育
所
の

民
営
化
、
そ
れ
と
も
新
設

の
保
育
園
で
す
か
。

　

町
内
に
は
8
つ
の
届

出
保
育
園
が
有
り
、
約

１
３
０
名
の
町
内
の
園
児

が
通
っ
て
い
る
。

　

数
の
上
で
は
、
認
可
保

育
園
と
同
じ
規
模
の
数
の

園
児
で
す
。

　

大
き
な
保
育
所
を
つ
く

る
に
は
大
き
な
土
地
や
資

金
が
入
り
ま
す
。

　

福
岡
市
が
進
め
る
小
さ

な
保
育
園
で
も
い
い
の
で

は
。

　

届
出
保
育
園
に
現
状
と

は
別
に
何
か
助
成
で
き
な

い
も
の
で
す
か
。

　

児
童
は
将
来
の
町
の
担

い
手
で
あ
り
、
町
の
宝
で

す
か
ら
。待

機
児
童
が
出

れ
ば
保
育
所
を

つ
く
る
の
は
町
の
義
務
で

す
か
ら
。

　

１
３
０
人
余
り
の
子
供

を
預
か
っ
て
あ
る
届
出
保

育
園
に
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

民
営
化
又
建
て
替
え
る

と
か
子
育
て
の
中
で
考
え

て
取
り
組
み
た
い
。

　

来
年
か
ら
届
出
保
育
園
、

町
内
在
住
者
一
人
に
1
万

円
を
1
万
5
千
円
に
補
助

金
を
上
げ
ま
す
。

これからの保育園、届出保育園は
町長／待機児童が出れば保育園をつくる義務

久
我

町
長

　

住
み
や
す
い
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
て
行
政
を
や
っ
て
い
ま

す
。
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地
主
の
方
へ
の

納
税
猶
予
が
今

年
5
月
で
切
れ
る
。

　

行
政
区
長
、
農
区
長
を

交
え
地
主
さ
ん
と
の
協
議

を
急
ぎ
早
期
着
工
を
望
む

が
。

問
題
の
箇
所
は

車
道
及
び
歩
道

が
狭
く
危
険
な
箇
所
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
5
月

県道伊賀〜仲原線の道路拡幅を
町長／早急に手を打つ

に
納
税
猶
予
が
解
除
に
な

り
ま
す
の
で
、事
業
主
体

で
あ
り
ま
す
福
岡
県
道
整

備
事
務
所
へ
平
成
25
年
度

の
事
業
化
に
つ
き
ま
し
て

強
く
要
望
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
地
元
区
長
さ
ん
農

区
長
さ
ん
に
働
き
か
け
早

い
時
期
に
地
権
者
の
方
と

の
協
議
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

澁
田澁田　順二 議員

町
長

地
域
住
民
待
望

の
阿
惠
大
池
公

園
が
3
月
に
完
成
す
る
。

　

公
園
を
良
好
な
状
態
で

使
用
で
き
る
よ
う
に
手
軽

に
で
き
る
除
草
清
掃
な
ど

を
利
用
者
に
お
願
い
し
て

は
。

　

ま
た
、子
供
を
含
め
た

長
者
原
下
区
、原
町
区
に

年
2
回
位
総
出
の
清
掃
を

呼
び
か
け
て
は
。

　

子
供
に
対
し
て
は
生
き

た
教
材
に
な
る
し
今
後
の

公
園
管
理
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
し
て
は
。

住
民
に
よ
る
清

掃
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
地
域
の

公
園
を
自
分
た
ち
で
き
れ

い
に
す
る
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

軽
微
な
除
草
、落
ち
葉

公
園
管
理
を
住
民
の
手
で

町
長
／
そ
の
方
向
で
地
元
と
進
め
る

の
清
掃
な
ど
は
地

域
で
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
く
思
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、長

者
原
下
区
、原
町

区
と
清
掃
活
動
に

つ
い
て
協
議
を
重

ね
協
定
書
を
31
日

に
締
結
の
予
定
で

す
。

澁
田

町
長

道路拡幅が望まれる県道伊賀〜仲原線

阿惠大池公園
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粕
屋
町
は
他
町

に
比
べ
て
人
口

増
加
が
進
み
５
年
前
よ
り

小
、中
学
校
合
わ
せ
た
生

徒
が
４
７
９
人
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、学
級
数
に
つ
い

て
も
13
学
級
増
の
86
学
級

で
今
後
教
室
が
足
り
な
く

な
る
事
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

教
室
の
確
保
と
新
規
の

小
学
校
建
設
に
つ
い
て
尋

ね
ま
す
。

こ
の
２
年
間
の

出
生
者
数
は

７
０
０
名
を
超
え
て
お
り

小
、中
学
校
の
校
舎
増
築

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

一
昨
年
中
央
小
学
校
を
増

築
（
８
教
室
）し
ま
し
た

が
、現
在
の
年
次
計
画
で

26
年
度
粕
屋
中
、28
年
度

　

な
お
新
た
な
小
学
校
建

築
計
画
は
な
い
と
断
定
は

出
来
ま
せ
ん
が
31
年
度
ま

で
当
面
し
の
い
で
行
き
た

い
。

大
川
小
、仲
原
小
、30
年
度

に
は
西
小
、31
年
度
に
は

東
中
、の
増
築
と
目
白
押

し
に
学
校
増
築
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

長
長　義晴 議員

長 小
・
中
学
校
の
教
室
確
保
と
新
規
の
建
設
は

町
長
／
校
舎
増
築
が
課
題
、
新
規
の
建
設
断
定
で
き
な
い校舎増築が予定されている粕屋中学校

町
長

多
々
良
川
河
口

か
ら
上
流
の
Ｊ

Ｒ
香
椎
線
ま
で
の
河
川
改

修
の
進
捗
状
況
と
大
川
小

学
校
横
の
多
々
良
川
の

上
、
下
流
域
の
薬
師
堰ぜ
き

、

古
屋
敷
堰ぜ
き

の
改
修
計
画
あ

わ
せ
て
河
川
に
推
積
し
て

い
る
土
砂
の
浚
渫
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
は
ど
の

よ
う
な
取
組
み
を
さ
れ
て

い
る
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

福
岡
市
河
口
か

ら
Ｊ
Ｒ
香
椎
線

ま
で
の
河
川
改
修
の
進
捗

状
況
は
80
％
で
多
々
良
川

水
系
６
町
で
「
期
成
会
」

を
作
り
国
、県
、地
元
国
会

議
員
に
強
く
整
備
促
進
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
の
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
経
済
再
生
と
い
う

中
で
予
算
確
保
が
し
や
す

い
状
況
も
あ
り
再
度
県
に

早
期
の
浚
渫
を
申
し
入
れ

た
い
。

　

粕
屋
町
内
の
河
川
改
修

に
伴
う
用
地
買
収
は
80
％

の
１
4
，４
０
０
㎡
を
買

収
済
で
一
部
平
成
25
年
雨

水
橋
下
流
の
左
岸
を
測
量

し
、そ
の
後
、堤
防
工
事
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

多々良川河川改修と浚
しゅん

渫
せつ

について
町長／早期の浚渫を申し入れたい

町
長

浚渫が急がれる多々良川

松
永
都
市
政
策
部
長
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施
政
方
針
の
中

で
、通
学
路
の

安
全
対
策
の
点
検
を
行
っ

た
結
果
、改
良
の
必
要
な

箇
所
が
数
多
く
存
在
し
た

と
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ

ら
の
安
全
性
の
確
保
に
向

け
た
歩
行
者
の
交
通
安
全

対
策
の
整
備
状
況
の
考
え

に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

教
育
委
員
会
と

都
市
整
備
課
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
、

関
係
部
署
で
調
査
を
し
て

い
ま
す
が
詳
し
く
は
都
市

政
策
部
長
か
ら
答
弁
さ
せ

ま
す
。

通学路の安全対策の現状は
町長／安全対策は現在進めています

　

学
校
、警
察
、道
路
管
理

者
な
ど
が
連
携
、共
同
し

て
通
学
路
の
安
全
点
検
を

行
い
、危
険
箇
所
の
安
全

対
策
を
図
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

第
１
段
階
は
本
庁
４
小

学
校
に
通
学
路
の
危
険
箇

所
の
洗
い
出
し
を
依
頼

し
、教
育
委
員
会
、学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、各
行
政
区
長
、警

察
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り

課
、都
市
整
備
課
に
よ
り
、

抽
出
さ
れ
た
78
カ
所
の
危

険
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
、

１月27日に行われた原町区防災会議

安全対策が急がれる原町本通り

小池　弘基 議員

松
永
都
市
政
策
部
長

町
長

施
政
方
針
の
中

に
、
自
主
防
災

組
織
を
確
立
し
、
地
域
住

民
と
消
防
団
、
町
職
員
が

連
携
し
な
が
ら
、
協
働
で

防
災
訓
練
を
通
し
て
防
災

知
識
、
技
術
の
習
得
と
向

上
を
図
っ
て
い
く
と
あ
り

ま
す
が
、
講
習
会
を
通
し

自
然
災
害
な
ど
今
後
の
防
災
対
策
は

町
長
／
防
災
対
策
は
進
め
て
い
ま
す

て
今
後
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
、
指
導
し
て
い

か
れ
る
の
か
尋
ね
ま
す
。

安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
町
内

15
カ
所
に
お
い
て
防
災
に

関
す
る
出
前
講
座
を
24
年

度
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
へ
は
、
耐

震
補
強
や
家
具
の
固
定
な

ど
み
ず
か
ら
の
備
え
を
、

ま
た
災
害
を
迎
え
打
つ
た

め
の
共
助
の
実
践
、
自
主

防
災
組
織
の
確
立
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
池

町
長

現
地
の
合
同
点
検
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

安
全
対
策
の
工
事
費
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成

24
年
9
月
議
会
に
補
正
予

算
を
計
上
し
、整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
路
面
標
示

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の

交
通
安
全
施
設
の
設
置
な

ど
は
、3
月
末
ま
で
に
25

ヵ
所
が
完
成
予
定
で
す
。

小
池
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平
成
24
年
８
月

に
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
、

保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
に
本
格

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
格
実
施
に
向
け
て
国

の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、

円
滑
に
こ
と
が
進
む
よ
う

に
万
全
の
準
備
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
地
方
版

こ
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

設
置
し
、
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
初
め
に

事
業
計
画
を
策
定
、
今
回

の
事
務
を
一
元
的
に
実
施

す
る
た
め
子
ど
も
未
来
課

で
担
当
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
一
つ
に
は
、
認
定
子

ど
も
園
制
度
の
改
善
。
二

つ
目
に
は
、
新
た
な
給
付

型
の
創
設
。
三
つ
目
に
は
、

地
域
子
ど
も
子
育
て
支
援

の
充
実
で
す
。

山𦚰　秀隆 議員

山
𦚰

子
育
て
関
連
法
実
施
の
準
備
は

住
民
福
祉
部
長
／
子
ど
も
会
議
を
設
置
し
事
業
計
画
を

工
藤
住
民
福
祉
部
長

幼
児
か
ら
の
防

災
教
育
は
、
自

助
の
立
場
か
ら
重
要
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
の
防
災
教
育
は
、

遊
び
や
歌
を
通
し
て
日
頃

か
ら
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
動
作
や
集
団
行
動

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
の
高
い
技

術
や
高
い
知
識
を
か
み
砕

い
て
教
え
て
い
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。

　

粕
屋
町
の
幼
児
の
防
災

教
育
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
自
助

の
考
え
方
を
３
才
か
ら
５

才
ま
で
の
幼
児
に
ど
う
伝

え
て
い
く
の
か
。

　

各
園
で
の
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
園
児
に
伝
わ
る
よ

う
な
教
育
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
の
釜

石
の
奇
跡
で
は
、
昔
か
ら

の
自
助
の
教
え
が
活
か
さ

れ
全
員
が
助
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

園
児
に
し
っ
か
り
伝
わ

る
訓
練
を
各
園
で
す
る
よ

う
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

３才から５才児に防災教育を
町長／園児に伝わる教育を各園に周知

山
𦚰

町
長
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幹
線
道
路
開
通

後
は
取
付
道
路

の
通
過
車
輌
が
大
幅
に
増

え
る
こ
と
か
ら
、
歩
道
整

備
に
よ
る
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
の

対
策
を
。

内
橋
～
大
隈
線
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

町
長
／
歩
道
新
設
で
対
応
し
た
い

福岡東環状線の道路工事について
町長／平成30年開通に向けて地元と協議し進めたい

平
成
25
年
度
の

重
点
施
策
は

「
都
市
と
自
然
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
快
適
な
ま

ち
」の
実
現
で
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
は
。

　

福
岡
東
環
状
線
な
ど
の

建
設
を
進
め
る
こ
と
で
、

交
通
の
利
便
性
を
図
り
生

活
基
盤
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
つ
い
て
質
問

を
い
た
し
ま
す
。

　

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

計
画
区
域
の
20

％
の
用
地
買
収

済
み
、
Ｊ
Ｒ
と
の

立
体
交
差
の
構
造

は
決
定
し
線
路
か

さ
上
げ
方
式
は
協

議
中
で
す
。

道
路
整
備
の
効

果
と
デ
メ
リ
ッ

ト
対
策
に
つ
い
て
考
え
る

と
、
効
果
は
多
義
に
渡
る

が
い
ず
れ
も
車
社
会
を

ベ
ー
ス
に
し
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
、
沿
線
地
域
住
民

は
日
常
生
活
に
多
く
の
不

安
と
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る

が
。

事
業
主
体
の
県

と
共
に
地
元
と

協
議
し
な
が
ら
道
路
建
設

に
向
け
頑
張
り
ま
す
。
↙

安川　俊彦 議員

町
長

町
長 安

川

安
川

新設歩道の現況

　

狭
い
道
で
あ
る
内
橋
バ

ス
停
横
の
歩
道
を
新
設
す

る
こ
と
で
地
権
者
と
協
議

中
で
す
。

安
川

松
永
都
市
政
策
部
長

取
扱
い
道
路
工

事
区
域
内
の
共

有
墓
地
移
転
に
と
も
な
う

代
替
地
確
保
は
。

　

県
が
地
元
と
協
議
を
進

め
て
お
り
、
町
も
支
援
し

確
保
に
つ
と
め
た
い
。

松
永
都
市
政
策
部
長

通
学
路
の
安
全

確
保
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
の
協
議
は
。

幹
線
両
側
に
４
．

５
ｍ
の
歩
道
を

整
備
し
交
差
点
の
信
号
制

御
や
小
学
校
前
の
横
断
歩

道
橋
も
計
画
し
、
関
係
地

域
や
学
校
関
係
と
も
今
後

協
議
を
進
め
た
い
。

安
川

通学路の危険箇所

安
川

町
長
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次回の６月議会は
６月14日（金） ９時30分開会予定
　　17日（月） 一般質問予定

編集後記

　私たち議会だより編集委員会メンバーは、町民の

皆様に解かりやすく、読みやすい議会だよりをめざ

し、さまざまな研修会や視察をおこないながら、改

善をおこなってきましたが、早いもので今期最後の

議会だよりの発行となりました。

　また、議会も粕屋町のさらなる発展に、議会基本

条例の制定や、議会報告会の開催に今後とも取り組

んでまいります。

　４年間、町民の皆様には、お読みくださいまして、

ありがとうございました。

小池　弘基

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
　
進
藤
　
啓
一

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

編
集
委
員
長
　
　
本
田
　
芳
枝

副
委
員
長
　
　
久
我
　
純
治

委
　
　
員
　
　
長
　
　
義
晴

委
　
　
員
　
　
田
川
　
正
治

委
　
　
員
　
　
小
池
　
弘
基

発行:粕屋町議会
〒811-2392　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
TEL092-938-0161　FAX092-938-3150議会だより編集メンバー

賛成ボタンを押した議員の名前

　平成25年3月定例議会より、各議員が、
議席に設置されたボタンで賛成を示す採
決方法を導入しました。
　また、議会の動画中継をインターネッ
ト配信する取り組みなどとともに、傍聴
者や視聴者に分かりやすくするため、約
2600万円をかけ機器を改修しました。
　是非とも、パソコンを使って議会を傍
聴されませんか。

県内初のボタン採決

新
任
の
議
会
事
務
局
長

青
木
　
繁
信 

さ
ん（
写
真
右
）と

新
任
の
議
会
事
務
局
次
長

古
賀
　
博
文 

さ
ん（
写
真
左
）
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